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ਫ田のࡶ૲防除はϊビΤをはじめと
してその時代に応じて様々なࡶ૲が໰
題となり，そのたびに新たな除૲ࡎが
開発され対応してきた。ۙ೥は，一発
ॲ理ࡎが開発されたことにより，多く
の૲छを �回の除૲ࡎॲ理で防除で
きるようになった。しかし，現在，オ
モμカ，クログワイ，コウキヤガラ，
シζイなどのࡶ૲が全国的に໰題と
なっている。طにこれらの૲छが適用
૲छとして登録されている一発ॲ理ࡎ
も多いが，༗効な薬ࡎとの体ܥॲ理を
前提として実用化Մ能と൑அされたも
のが多い。これら໰題ࡶ૲が増Ճして
きたഎ景には，一発ॲ理ࡎの �回ॲ
理のみにґ存してきたこと，本དྷ必要
な体ܥॲ理を省ུしてきたこと，ݮ農
薬栽培による除૲ࡎ使用回਺の੍限，
手取り除૲がগなくなってきたことな
どがあるのではないかと考えられる。
ۙ೥除૲ࡎの性能が向্しているこ
とから，当ڠձでは໰題ࡶ૲を含めて
�回の除૲ࢄࡎ෍で防除できる除૲ࡎ
の開発をめ͟し，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎ
の۠෼をઃけ，平成 �� ೥度から実用
化ݧࢼを開࢝した。
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現在，登録あるいは実用性が確ೝさ
れている໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎは，当ڠ
ձで新たにઃけた評価ج準によって൑

ఆされた薬ࡎである。これまでの一発
ॲ理ࡎは，ϊビΤをはじめとする一೥
生ࡶ૲およびϗタルイ，ミζガヤπϦ，
ウϦカワ౳を対৅として，Ҡ植後 ��
ʙ �� 日までࡶ૲の発生を཈えること
が目標であった。しかし，オモμカ，
クログワイ，コウキヤガラ，シζイは，
発生期間が௕いという生ଶ的ಛ性か
ら，前ड़の通りこれまでの一発ॲ理ࡎ
では各૲छに༗効とされる薬ࡎとの体
૲ࡶॲ理が前提となっている。໰題ܥ
一発ॲ理ࡎとしての評価は，従དྷから
一発ॲ理ࡎの対৅૲छとして取りѻっ
てきたϊビΤをはじめとする一ൠࡶ૲
はҠ植後 �� ʙ �� 日まで発生を཈੍
し，さらに໰題ࡶ૲（オモμカ，クロ
グワイ，コウキヤガラ，シζイ）には
Ҡ植後 �� ʙ �� 日までे෼な除૲効
果があり，�回ॲ理で従དྷの体ܥॲ理
と同౳の除૲効果がೝめられることを
実用性の൑அج準としている。このج
準に従って実ࢪされた適用性ݧࢼの݁
果から，平成 3� ೥ �݄までに໰題ࡶ
૲一発ॲ理材として実用Մ能と൑ఆさ
れた除૲ࡎは �� ある（表ࡎ ��）。表
�� には，平成 3�೥ �݄までに໰題ࡶ
૲一発ॲ理ࡎとして実用Մ能と൑ఆさ
れた除૲ࡎをࣔした。঎඼໊が記載さ
れている薬ࡎについてはൢചを開࢝し
ている。૲छผにはクログワイを対৅
とする除૲ࡎが࠷も多く，࣍いでオモ
μカ，コウキヤガラである。各薬ࡎの
使用時期の߲目には，ϊビΤをはじめ
とした一ൠࡶ૲を対৅とした適用Մ能
な使用時期がࣔされている。໰題ࡶ૲
であるオモμカ・クログワイ・コウキ

ヤガラを対৅にする場߹には，「実用
化Մ能と൑ఆされたステーδ」の߲に
表ࣔされた生ҭステーδや大きさに߹
わせて薬ࡎをࢄ෍することで �回ॲ
理で体ܥॲ理と同౳の効果が確ೝでき
た。
オモμカでは，実用化Մ能な生ҭス
テーδは「発生前」，「発生前ʙ発生࢝」，
「発生࢝」および「発生前ʙϔラ༿期」
となっている。
クログワイでは，実用化Մ能な時期
は「発生前」，「発生前ʙ発生࢝」，「発
生࢝」，「発生前ʙ૲ৎ ��DN」である。
コウキヤガラでは，実用化Մ能な時
期は「発生࢝ʙ ��DN」から「発生࢝
ʙ 3�DN」までである。
なお，現在のところシζイを対৅と
した໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎは開発されて
いないので，ここでは省ུすることと
する。
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໰題ࡶ૲，オモμカ，クログワイ，
コウキヤガラの૲छ͝との生ଶ的ಛ性
と໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎにより効果的に
防除するための要点を整理した。
オモμカ，クログワイはմܪのٳ຾
が௕いものがあり，մܪのܗ成深度が
深い্，ਫ田代かき৚݅でも地表下
��ᶲからも出ժするため，発生期間
がඇৗに௕い（؛ࢁら�������খࢁら�
����B
�����C）。そのため，໰題ࡶ
૲一発ॲ理ࡎとして実用化Մ能な除૲
でも，ॲ理時期がૣくオモμカ，クࡎ
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れている໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎは，当ڠ
ձで新たにઃけた評価ج準によって൑

ఆされた薬ࡎである。これまでの一発
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ʙ �� 日までࡶ૲の発生を཈えること
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૲ࡶॲ理が前提となっている。໰題ܥ
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実用性の൑அج準としている。このج
準に従って実ࢪされた適用性ݧࢼの݁
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れた除૲ࡎをࣔした。঎඼໊が記載さ
れている薬ࡎについてはൢചを開࢝し
ている。૲छผにはクログワイを対৅
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な使用時期がࣔされている。໰題ࡶ૲
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ヤガラを対৅にする場߹には，「実用
化Մ能と൑ఆされたステーδ」の߲に
表ࣔされた生ҭステーδや大きさに߹
わせて薬ࡎをࢄ෍することで �回ॲ
理で体ܥॲ理と同౳の効果が確ೝでき
た。
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なお，現在のところシζイを対৅と
した໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎは開発されて
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する。

���໰୊ࡶ૲Ұൃॲཧࡎͷ
ͷཹҙ఺্༺࢖

໰題ࡶ૲，オモμカ，クログワイ，
コウキヤガラの૲छ͝との生ଶ的ಛ性
と໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎにより効果的に
防除するための要点を整理した。
オモμカ，クログワイはմܪのٳ຾
が௕いものがあり，մܪのܗ成深度が
深い্，ਫ田代かき৚݅でも地表下
��ᶲからも出ժするため，発生期間
がඇৗに௕い（؛ࢁら�������খࢁら�
����B
�����C）。そのため，໰題ࡶ
૲一発ॲ理ࡎとして実用化Մ能な除૲
でも，ॲ理時期がૣくオモμカ，クࡎ

খࢁɾѨ෦ɾڮຊɾᖛଜɿਫాʹ͓͚Δ໰୊ࡶ૲ͷੜଶతಛੑͱ໰୊ࡶ૲ҰൃॲཧࡎͷޮՌతͳํ͍࢖　�

オモダカ クログワイ コウキヤガラ

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前～始

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

イネヒーロー１キロ粒剤
(メタゾスルフロン：1%，ダイムロン：
10%，ペントキサゾン：3%)

1kg
移植直後～
ノビエ3葉期

東北 ○ 発生前

北海道 ○ 発生始 発生始～草丈20cm

東北 ○ 発生前～ヘラ葉期 発生始～草丈10cm

北陸 ○ 発生前 発生前

関東・東海 ○ 発生前～ヘラ葉期 草丈10cm 発生始～草丈20cm

近・中・四 ○ ○ 発生始 発生前～草丈10cm 発生始～草丈30cm

九州 ○ ○ 発生前～始 発生前～始 発生始～草丈30cm

北海道 ○ 発生始

東北 ○ 発生始

北陸 ○ 発生前 発生前

関東・東海 ○ 発生前～ヘラ葉期 草丈10cm 発生始～草丈20cm

近・中・四 ○ ○ 発生始 発生前～始 発生始～草丈30cm

九州 ○ ○ 発生前～始 発生前～始 発生始～草丈30cm

北海道 ○ 発生始

東北 発生前

北陸 ○ 発生前 発生前

関東・東海 ○ 発生前～広線形葉2葉期 発生始～草丈15cm

近・中・四 ○ ○ 発生始 発生前 発生始～草丈25cm

九州 ○ ○ 発生始 発生始 発生始～草丈25cm

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前～始

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 発生始

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前

北陸 ○ 発生前

関東・東海 ○ ○ 草丈10cm

近・中・四 ○ ○ 発生前～始

九州 ○ ○ 発生前～始

北海道 ○ 発生前～始

東北 ○ 発生前～始 発生前

北陸 ○ 発生前 発生前～始

関東・東海 ○
発生前

～広線形葉2葉期

九州 ○ ○ 発生前～始 発生前～始

北海道 発生前～始

東北 ○ 発生始

北陸 ○ 発生前 発生前

近・中・四 発生始

九州 ○ 発生前～始 発生前～始

注1)問題雑草一発処理剤として実用化可能と判定された地域を記載した。

注2)埴土～壌土の水田に加え，砂壌土水田においても適用可能と判定された地域に○を記載した。

注3)普通期栽培に加え，早期栽培においても適用可能と判定された地域に「○」を記載した。

発生始○

MIH-143ジャンボ
(シクロピリモレート：8.6%，ピラゾレー
ト：17.1%，プロピリスルフロン：2.57%)

35g×10ｺ
移植後5日～
ノビエ3葉期

発生前～始

MIH-142フロアブル
(シクロピリモレート：5.5%，ピラゾレー
ト：11%，プロピリスルフロン：1.65%)

500mL
移植後5日～
ノビエ3葉期

MIH-141-1kg粒
(シクロピリモレート：3%，ピラゾレー
ト：6%，プロピリスルフロン：0.9%)

1kg

北海道

北陸 ○

移植後5日～ノビエ3葉期 九州 ○

発生前～始

移植直後～ノビエ3葉期
(東北，北陸の砂土：移
植後5日～ノビエ3葉期)

東北 ○ 発生前～始 発生前

発生前 発生前

移植後5日～
ノビエ3葉期

ゼーターハンマー
フロアブル
(プロピリスルフロン：1.7%，ペントキサ
ゾン：3.9%)

500mL
移植後3日～
ノビエ3葉期

ゼーターハンマー
１キロ粒剤
(プロピリスルフロン：0.9%，ペントキサ
ゾン：2%)

1kg
移植直後～
ノビエ3葉期

ゼータタイガー
１キロ粒剤
／ドランゴンホークＺ１キロ粒剤
(プロピリスルフロン：0.9%，ブロモブ
チド：9%，ペントキサゾン：2%)

1kg
移植直後～
ノビエ3葉期

ゼーターハンマー
ジャンボ
(プロピリスルフロン：4.5%，ペントキサ
ゾン：10%)

20g×10ｺ
移植後3日～
ノビエ3葉期

ゼータタイガー
ジャンボ／
ドランゴンホークＺジャンボ
(プロピリスルフロン：3%，ブロモブチ
ド：30%，ペントキサゾン：6.67%)

30g×10ｺ
移植後3日～
ノビエ3葉期

ゼータタイガー
フロアブル／
ドランゴンホークＺフロアブル
(プロピリスルフロン：1.7%，ブロモブ
チド：16.8%，ペントキサゾン：3.7%)

500mL
移植後3日～
ノビエ3葉期

カウンシルコンプリートフロアブル／
ボデーガードプロフロアブル
(トリアファモン：0.97%，テフリルトリオ
ン：5.8%)

500mL
移植後5日～
ノビエ3.5葉期

カウンシルコンプリートジャンボ／
ボデーガードプロジャンボ
(トリアファモン：1.6%，テフリルトリオ
ン：10%)

30g×10ｺ

移植後5日～
ノビエ3葉期

（北陸の砂壌土：移植
後5日～ノビエ2.5葉期）

アッパレZ１キロ粒剤
(ピラクロニル：2%，プロピリスルフロ
ン：0.9%，ブロモブチド：9%)

1kg

移植直後～
ノビエ3葉期

(九州の砂壌土：移植後5
日～ノビエ3葉期)

カウンシルコンプリート１キロ粒剤／
ボデーガードプロ１キロ粒剤
(トリアファモン：0.5%，テフリルトリオ
ン：3.0%)

1kg

移植後5日～
ノビエ3.5葉期

(北陸の壌土：移植直後
～ノビエ3.5葉期)

アッパレZジャンボ
(ピラクロニル：5%，プロピリスルフロ
ン：2.25%，ブロモブチド：22.5%)

40g×10ｺ

移植後3日～
ノビエ3葉期

(九州の砂壌土：移植後5
日～ノビエ3葉期)

アッパレZフロアブル
(ピラクロニル：3.7%，プロピリスルフ
ロン：1.7%，ブロモブチド：16.8%)

500mL
移植後3日～
ノビエ3葉期

表-１ 問題雑草一発処理剤として実用化可能と判定された水稲用除草剤の適用条件

商品名
または試験名

（成分名及び含量）

使用量
/10a

使用時期 地域注1) 砂壌土注2） 早期注3）
問題雑草一発処理剤として実用化可能と判定された

処理時の草種別生育ステージあるいは大きさ

ද ��　�໰୊ࡶ૲一ൃॲཧࡎͱ࣮ͯ͠༻ԽՄೳͱ൑ఆ͞ΕͨਫҴ༻আ૲ࡎͷద༻৚݅　
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ログワイが発生する前にॲ理するとこ
れらのࡶ૲の௕い発生期間をカόーで
きず，後࣍発生に対応できず，�回ॲ
理による防除が不Մ能になる場߹があ
る。したがって，オモμカ，クログワ
イには適用Մ能な時期の஗めにॲ理す
るのが効果的である。しかし，一方で
はϊビΤをはじめとするϗタルイ，ウ
Ϧカワ，ミζガヤπϦ౳の一ൠࡶ૲に
対しては，オモμカ，クログワイのॲ
理適期にあわせた஗い時期のॲ理では
Ϧスクがある。したがって，໰題ࡶ૲
一発ॲ理ࡎの多くのࡎのॲ理൩限であ
るϊビΤ 3༿の時期とオモμカ，ク
ログワイの発生࢝めの時期との関܎に
ついて明らかにすることがॏ要である
と考えられた。
コウキヤガラはմܪの๖ժ࠷௿Թ度
が௿く，発生がૣいためૣ期栽培地ଳ
でも代かき前にطに発生している（઒
ౡら�������খࢁら�����）。ߞᠾ，代
かきをていͶいに行いط発生גを౔中
によくຒ຅することが前提となり，コ
ウキヤガラの発生࢝期はҠ植後 �日
ころまでである。また，生ҭがૣい
ので，代かきでていͶいにঅきࠐんだ
としても，3ि間ఔ度で૲ৎ 3�DNに
ୡすることもある。また，薬ࡎをࢄ෍
するまでにコウキヤガラの生ҭにより
ਫҴの生ҭが཈੍されて，ݮ収につな
がるՄ能性がある。そのため効果的な
ॲ理時期は༗効な生ҭステーδのൣғ
内，すなわͪ発生࢝めから૲ৎ 3�ᶲ
までのૣい時期であると考えられる。

���໰୊ࡶ૲ͷੜҭͱϊϏ
Τͷੜҭͱͷؔ܎

前ड़のようにϊビΤをはじめとする
一ൠࡶ૲と໰題ࡶ૲を一発ॲ理ࡎの �
回ॲ理で同時に防除するためには，一
ൠࡶ૲のॏ要な૲छであるϊビΤとそ

れͧれの໰題ࡶ૲の生ҭステーδとの
関܎を明らかにすることがॏ要であ
る。そのため，植ௐڠձで実ࢪしてい
るਫҴ除૲ݧࢼࡎの適 のなかݧࢼ�
で平成 �� ೥から �� ೥にかけて໰題
からݧࢼ૲を対৅に行われた各地のࡶ
໰題ࡶ૲と同時にϊビΤの生ҭが明ら
かになっているデータをूめてղੳし

地域
年度

(平成、
年)

試験場所

北海道 25 J北海道 5/29 14 3.0 14

北海道 26 J北海道 5/26 14 3.0 13

北海道 27 J北海道 5/27 14 2.5 17

東北 24 秋田 5/20 5 1.5 13

東北 25 J秋田 5/22 9 2.5 12

東北 25 J古川 5/6 22 3.7 18

東北 25 J福島 5/14 14 2.5 17

東北 26 秋田 5/19 11 3.0 11

東北 26 J秋田 5/27 8 3.0 8

東北 26 J古川 5/6 21 3.3 20

東北 26 J福島 5/12 14 2.5 17

東北 27 秋田 5/18 8 2.3 10

東北 27 J秋田 5/25 5 2.0 9

東北 27 J古川 5/6 19 3.5 17

東北 27 J福島 5/12 15 2.5 17

東北 28 J秋田 5/24 9 2.5 9

北陸 25 J新潟 5/18 12 3.0 12

北陸 26 J新潟 5/17 18 4.0 13

北陸 27 J新潟 5/16 17 4.0 11

関東・東海 25 J牛久 5/31 11 2.7 12

関東・東海 26 J牛久 5/30 10 2.5 12

関東・東海 26 J千葉 5/12 10 2.3 14

関東・東海 27 J牛久 5/13 10 2.5 12

近中四 25 J兵庫 6/12 10 3.0 10

近中四 25 J奈良 6/14 10 3.0 11

近中四 26 J兵庫 6/13 5 1.0 12

近中四 26 J奈良 6/13 10 2.7 11

近中四 27 J奈良 6/12 10 2.8 11

九州 26 J福岡 5/28 13 3.0 13

九州 27 J福岡 5/28 10 2.5 13

注)　試験場所の「J」は植調協会の試験地を示す。その他は各県の試験研究機関を示す。

表-㻞䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䜸䝰䝎䜹の発⏕ጞᮇ

オモダカ
発生始め

(移植後，日)

移植時期
(月／日)

オモダカ発生
始めのノビエ
の葉齢(葉)

ノビエ3.0葉期
まで日数

(移植後，日)
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ログワイが発生する前にॲ理するとこ
れらのࡶ૲の௕い発生期間をカόーで
きず，後࣍発生に対応できず，�回ॲ
理による防除が不Մ能になる場߹があ
る。したがって，オモμカ，クログワ
イには適用Մ能な時期の஗めにॲ理す
るのが効果的である。しかし，一方で
はϊビΤをはじめとするϗタルイ，ウ
Ϧカワ，ミζガヤπϦ౳の一ൠࡶ૲に
対しては，オモμカ，クログワイのॲ
理適期にあわせた஗い時期のॲ理では
Ϧスクがある。したがって，໰題ࡶ૲
一発ॲ理ࡎの多くのࡎのॲ理൩限であ
るϊビΤ 3༿の時期とオモμカ，ク
ログワイの発生࢝めの時期との関܎に
ついて明らかにすることがॏ要である
と考えられた。
コウキヤガラはմܪの๖ժ࠷௿Թ度
が௿く，発生がૣいためૣ期栽培地ଳ
でも代かき前にطに発生している（઒
ౡら�������খࢁら�����）。ߞᠾ，代
かきをていͶいに行いط発生גを౔中
によくຒ຅することが前提となり，コ
ウキヤガラの発生࢝期はҠ植後 �日
ころまでである。また，生ҭがૣい
ので，代かきでていͶいにঅきࠐんだ
としても，3ि間ఔ度で૲ৎ 3�DNに
ୡすることもある。また，薬ࡎをࢄ෍
するまでにコウキヤガラの生ҭにより
ਫҴの生ҭが཈੍されて，ݮ収につな
がるՄ能性がある。そのため効果的な
ॲ理時期は༗効な生ҭステーδのൣғ
内，すなわͪ発生࢝めから૲ৎ 3�ᶲ
までのૣい時期であると考えられる。

���໰୊ࡶ૲ͷੜҭͱϊϏ
Τͷੜҭͱͷؔ܎

前ड़のようにϊビΤをはじめとする
一ൠࡶ૲と໰題ࡶ૲を一発ॲ理ࡎの �
回ॲ理で同時に防除するためには，一
ൠࡶ૲のॏ要な૲छであるϊビΤとそ

れͧれの໰題ࡶ૲の生ҭステーδとの
関܎を明らかにすることがॏ要であ
る。そのため，植ௐڠձで実ࢪしてい
るਫҴ除૲ݧࢼࡎの適 のなかݧࢼ�
で平成 �� ೥から �� ೥にかけて໰題
からݧࢼ૲を対৅に行われた各地のࡶ
໰題ࡶ૲と同時にϊビΤの生ҭが明ら
かになっているデータをूめてղੳし

地域
年度

(平成、
年)

試験場所

北海道 25 J北海道 5/29 14 3.0 14

北海道 26 J北海道 5/26 14 3.0 13

北海道 27 J北海道 5/27 14 2.5 17

東北 24 秋田 5/20 5 1.5 13

東北 25 J秋田 5/22 9 2.5 12

東北 25 J古川 5/6 22 3.7 18

東北 25 J福島 5/14 14 2.5 17

東北 26 秋田 5/19 11 3.0 11

東北 26 J秋田 5/27 8 3.0 8

東北 26 J古川 5/6 21 3.3 20

東北 26 J福島 5/12 14 2.5 17

東北 27 秋田 5/18 8 2.3 10

東北 27 J秋田 5/25 5 2.0 9

東北 27 J古川 5/6 19 3.5 17

東北 27 J福島 5/12 15 2.5 17

東北 28 J秋田 5/24 9 2.5 9

北陸 25 J新潟 5/18 12 3.0 12

北陸 26 J新潟 5/17 18 4.0 13

北陸 27 J新潟 5/16 17 4.0 11

関東・東海 25 J牛久 5/31 11 2.7 12

関東・東海 26 J牛久 5/30 10 2.5 12

関東・東海 26 J千葉 5/12 10 2.3 14

関東・東海 27 J牛久 5/13 10 2.5 12

近中四 25 J兵庫 6/12 10 3.0 10

近中四 25 J奈良 6/14 10 3.0 11

近中四 26 J兵庫 6/13 5 1.0 12

近中四 26 J奈良 6/13 10 2.7 11

近中四 27 J奈良 6/12 10 2.8 11

九州 26 J福岡 5/28 13 3.0 13

九州 27 J福岡 5/28 10 2.5 13

注)　試験場所の「J」は植調協会の試験地を示す。その他は各県の試験研究機関を示す。

表-㻞䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䜸䝰䝎䜹の発⏕ጞᮇ

オモダカ
発生始め

(移植後，日)

移植時期
(月／日)

オモダカ発生
始めのノビエ
の葉齢(葉)

ノビエ3.0葉期
まで日数

(移植後，日)

ද ��　�ਫҴআ૲ࡎద̎ݧࢼʹ͓͚ΔΦϞμΧͷൃੜظ࢝　
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た。その݁果が表 �� ʙ表 �� である。
Ҏ下，これらのデータをղੳし，各
໰題ࡶ૲の一発ॲ理ࡎ利用による効果
的な防除๏について考えてみる。

	�
�ΦϞμΧ

ਤ �� にオモμカの発生࢝めのҠ植
後日਺を๺ւಓから۝भまで �つの
地域ผにࣔした。全体的な܏向で見る
と，๺ւಓから੢ೆ地域になるにした
がってオモμカの発生࢝めまで日਺が
୹くなる܏向があった。しかし，とく
に౦๺地域ではݧࢼ場所によりオモμ
カの発生࢝めまで日਺は大きくҟなっ
た。すなわͪ，地域性があるように見
えるがଞの要ҼのӨڹも大きいと考え
られる。
ਤ �� ではオモμカの発生࢝めのҠ
植後日਺をਫҴのҠ植時期により整理
した。同じҠ植時期でもばらつきはあ
るが，全体的にはਫҴのҠ植時期がૣ
い΄どオモμカの発生࢝めまで日਺が
௕く，ਫҴのҠ植時期が஗い΄ど発生
向であった。こ܏めまで日਺は୹い࢝
れらの܏向はݧࢼ点਺が多い౦๺地域
の中でもೝめられた。
ਤ �3 ではオモμカの生ҭとϊビΤ
の生ҭをൺֱした。໰題ࡶ૲一発ॲ理
ࡎのϊビΤに対するॲ理൩限は薬ࡎ
により多গҟなるが΄とんどのࡎで 3
༿であることから，ϊビΤ 3༿まで
のҠ植後日਺とオモμカ発生࢝めまで
日਺との関܎を整理した。全体的な܏
向としてはばらつきはあるものの，ϊ
ビΤ 3༿までに要する日਺が௕くな
るとオモμカの発生࢝めまでの日਺も

地域
໪๘

(န成̝
໪)

試験௙୹

東北 24 ସ田 5/14 13 3.0 13
東北 25 ࠥଛ 5/9 15 2.5 17
東北 25 ௘ॾಗࡻ 5/16 15 3.0 15
東北 25 ɦॾಗ 5/6 25 4.0 19
東北 26 ସ田 5/12 11 2.0 17
東北 26 આ形 5/9 18 3.0 18
東北 26 ࠥଛ 5/9 10 2.1 16
東北 26 ௘ॾಗࡻ 5/16 17 3.0 17
東北 26 ɦॾಗ 5/6 24 4.0 20
東北 27 ସ田 5/11 11 3.0 11
東北 27 ࠥଛ 5/11 8 2.0 15
東北 27 ௘ॾಗࡻ 5/15 17 3.0 17
東北 27 ɦॾಗ 5/6 23 4.0 17
東北 28 ॾಗ 5/13 24 4.5 16
東北 28 ɦॾಗ 5/16 17 3.2 16
北陸 25 ɦం߆ 5/18 14 3.0 12
北陸 26 ం߆ 5/16 13 2.5 15
北陸 26 ɦం߆ 5/17 19 4.5 13
北陸 27 ం߆ 5/14 8 2.0 13
北陸 27 ɦం߆ 5/16 17 4.0 11
北陸 28 ం߆ 5/13 12 3.0 12

関東・東海 25 ɦࡶࢌ 5/31 12 3.0 12
関東・東海 26 ɦࡶࢌ 5/30 12 3.0 12
関東・東海 26 ɦᆂҤ੟ 5/7 16 3.0 16
関東・東海 27 ɦࡶࢌ 5/13 12 3.0 12
関東・東海 28 ɦᆂҤ੟ 5/16 12 2.5 14
関東・東海 28 ɦಒ葉 4/20 17 2.5 19
近中四 24 大ਗ਼ 6/21 13 3.0 13
近中四 24 ထ঄北࿫ 5/28 3 1.0 13
近中四 24 ৹එ 4/12 11 2.0 19
近中四 24 ොଙ 6/5 3 2.0 -
近中四 25 大ਗ਼ 6/1 13 3.7 11
近中四 25 ထ঄ 5/28 6 1.2 -
近中四 25 ɦຽᆖ 6/14 11 2.7 12
近中四 25 ৹එ 4/12 20 2.5 28
近中四 25 ොଙ 6/7 4 2.0 8
近中四 26 大ਗ਼ 6/17 13 3.0 13
近中四 26 ထ঄ 6/16 11 3.0 11
近中四 26 ɦထ঄ 6/13 10 2.8 11
近中四 26 ɦຽᆖ 6/13 11 3.0 11
近中四 26 ࿣࠵ 5/30 10 3.0 10
近中四 26 ৹එ 4/15 20 3.0 20
近中四 27 大ਗ਼ 6/12 12 3.2 11
近中四 27 ຽᆖ 6/12 10 3.0 10
近中四 27 ɦຽᆖ 6/12 11 3.0 11
近中四 27 ৹එ 4/14 17 2.0 -
近中四 28 大ਗ਼ 6/15 13 3.2 12
近中四 28 આশ٭東 5/7 12 3.0 12
近中四 28 ৹එ 4/14 20 3.3 18
九州 25 ɦ࿶ܱ 5/29 14 2.5 16
九州 25 ૠૌ๦ंფ 3/28 21 2.5 23
九州 25 ේ੟ 6/4 15 3.5 13
九州 25 ɦ࿶ܱ 5/28 13 3.0 13
九州 25 ૠૌ๦ 3/25 21 3.0 25
九州 25 ේ੟ 6/4 11 2.5 13
九州 27 ɦ࿶ܱ 5/28 10 2.5 13
九州 28 ंႏ৹९ 5/27 14 2.5 17

注)̜試験௙୹の「ɦ」は植෕ݶࢥの試験地を૙ю。ђのണはީॢの試験य़ࡀࢅ関を૙ю。

表-㻟䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䜽䝻䜾䝽䜲の発⏕ጞᮇ

移植時期
(ॉ／日)

クログワイ発生
始Ѷ

(移植後，日)

クログワイ発生
始Ѷのノビエの

葉ᆽ(葉)

ノビエ3.0葉期まќ
日ి

(移植後，日)
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௕くなる܏向がみられた。
ここで，ਤ中の直線はϊビΤ 3༿
まで日਺とオモμカの発生࢝めまで日
਺が同じであることをࣔしている。す
なわͪ，直線্にのっている点はϊビ
Τ 3༿になった時期とオモμカの発
生࢝めの時期が同じであったことをࣔ
す。一方，この線より下ଆにある点
（事ྫ）はϊビΤ 3༿になる前にオモ

μカが発生࢝めになることをࣔしてお
り，この線より্ଆにある点はオモμ
カの発生࢝めがϊビΤ 3༿より஗い
ことをࣔしている。ここではϊビΤ 3
༿になる前にオモμカが発生࢝めとな
るのは（直線より下ଆ）おおよそҠ植
後 ��日Ҏ内にϊビΤ 3༿になる事ྫ
であった。一方ϊビΤ 3༿になった
後オモμカ発生࢝めになったのは（直

線より্ଆ），Ҡ植後 �� 日ʙ �� 日
Ҏ߱にϊビΤ 3༿となる事ྫであり，
このような事ྫは౦๺と๺཮の一部で
あった。
一発ॲ理ࡎで໰題ࡶ૲オモμカを
含めて �回ॲ理で防除する場߹には，
前ड़のようにオモμカの発生ফ௕が௕
いことを考ྀしながら，各薬ࡎのϊビ
Τでࣔされるॲ理൩限までにॲ理する
必要がある。実ࡍにݧࢼを行った事ྫ
から見ると除૲ࡎの実用Մ能な時期が
オモμカの発生前からである薬ࡎは，
ϊビΤ 3༿の൩限ۙくにॲ理するこ
とがオモμカを含めて �回ॲ理で防
除Մ能であると考えられる。しかし，
オモμカの発生࢝めҎ߱で実用化Մ能
とされている薬ࡎは，ここでࣔされた
ように౦๺や๺཮などのオモμカの
発生࢝めが薬ࡎのϊビΤのॲ理൩限 3
༿より஗い場߹には，�回ॲ理では׬
全防除はࠔ೉なので，オモμカに༗効
な薬ࡎとの組み߹わせで防除する必要
があると考えられる。

地域
年度

(平成、
年)

試験場所

東北 28 ௘古川ࡻ 5/13 6 16 始め 16

関東東海 26 J千葉 4/21 5 27 0.5 17

関東東海 25 Jݧөۡ 4/27 6 23 始め 22

関東東海 24 Jݧөۡ 4/28 5 23 1.0 22

近中四 28 આশ 5/31 3 10 1.2 10

近中四 28 ৹එ 4/14 3 15 発生ಷ 18

近中四 27 આশ 6/1 5 ͘　 2.0 10

近中四 27 ৹එ 4/14 3 15 発生ಷ 20

近中四 26 આশ 5/30 3 ͘　 1.5 9

近中四 26 ৹එ 4/15 3 17 発生ಷ 20

近中四 25 આশ 5/31 5 13 2.0 10

近中四 25 ৹එ 4/12 3 20 発生ಷ 28

近中四 24 આশ 5/30 4 12 1.0 10

近中四 24 ৹එ 4/12 3 15 始め 19

九州 28 ंႏ໻研Ү܇ 6/14 2 10 発生ಷ 12

九州 27 ंႏ໻研Ү܇ 6/12 2 11 発生ಷ 12

九州 26 ૠૌ島 4/15 5 21 1.0 21

九州 26 ंႏ໻研Ү܇ 6/12 2 10 始め 12

九州 25 Jૠૌ島1 6/20 6 12 1.5 10

九州 24 ंႏ 6/12 2 13 始め 12

表-㻠䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䝁䜴䜻䝲䜺䝷の発⏕ጞᮇ

ノビエ3葉期ま
で日数

(移植後，日)

注)　試験場所の「J」は植調協会の試験地を示す。その他は各県の試験研究機関を示す。

移植時期
(月／日)

ҦҙҠӗҟӜ
発生始め(移植

後，日)

ҦҙҠӗҟӜ
，移植後)ؼ30

日)

ҦҙҠӗҟӜ発
生始めのノビエ

の葉齢(葉)
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௕くなる܏向がみられた。
ここで，ਤ中の直線はϊビΤ 3༿
まで日਺とオモμカの発生࢝めまで日
਺が同じであることをࣔしている。す
なわͪ，直線্にのっている点はϊビ
Τ 3༿になった時期とオモμカの発
生࢝めの時期が同じであったことをࣔ
す。一方，この線より下ଆにある点
（事ྫ）はϊビΤ 3༿になる前にオモ

μカが発生࢝めになることをࣔしてお
り，この線より্ଆにある点はオモμ
カの発生࢝めがϊビΤ 3༿より஗い
ことをࣔしている。ここではϊビΤ 3
༿になる前にオモμカが発生࢝めとな
るのは（直線より下ଆ）おおよそҠ植
後 ��日Ҏ内にϊビΤ 3༿になる事ྫ
であった。一方ϊビΤ 3༿になった
後オモμカ発生࢝めになったのは（直

線より্ଆ），Ҡ植後 �� 日ʙ �� 日
Ҏ߱にϊビΤ 3༿となる事ྫであり，
このような事ྫは౦๺と๺཮の一部で
あった。
一発ॲ理ࡎで໰題ࡶ૲オモμカを
含めて �回ॲ理で防除する場߹には，
前ड़のようにオモμカの発生ফ௕が௕
いことを考ྀしながら，各薬ࡎのϊビ
Τでࣔされるॲ理൩限までにॲ理する
必要がある。実ࡍにݧࢼを行った事ྫ
から見ると除૲ࡎの実用Մ能な時期が
オモμカの発生前からである薬ࡎは，
ϊビΤ 3༿の൩限ۙくにॲ理するこ
とがオモμカを含めて �回ॲ理で防
除Մ能であると考えられる。しかし，
オモμカの発生࢝めҎ߱で実用化Մ能
とされている薬ࡎは，ここでࣔされた
ように౦๺や๺཮などのオモμカの
発生࢝めが薬ࡎのϊビΤのॲ理൩限 3
༿より஗い場߹には，�回ॲ理では׬
全防除はࠔ೉なので，オモμカに༗効
な薬ࡎとの組み߹わせで防除する必要
があると考えられる。

地域
年度

(平成、
年)

試験場所

東北 28 ௘古川ࡻ 5/13 6 16 始め 16

関東東海 26 J千葉 4/21 5 27 0.5 17

関東東海 25 Jݧөۡ 4/27 6 23 始め 22

関東東海 24 Jݧөۡ 4/28 5 23 1.0 22

近中四 28 આশ 5/31 3 10 1.2 10

近中四 28 ৹එ 4/14 3 15 発生ಷ 18

近中四 27 આশ 6/1 5 ͘　 2.0 10

近中四 27 ৹එ 4/14 3 15 発生ಷ 20

近中四 26 આশ 5/30 3 ͘　 1.5 9

近中四 26 ৹එ 4/15 3 17 発生ಷ 20

近中四 25 આশ 5/31 5 13 2.0 10

近中四 25 ৹එ 4/12 3 20 発生ಷ 28

近中四 24 આশ 5/30 4 12 1.0 10

近中四 24 ৹එ 4/12 3 15 始め 19

九州 28 ंႏ໻研Ү܇ 6/14 2 10 発生ಷ 12

九州 27 ंႏ໻研Ү܇ 6/12 2 11 発生ಷ 12

九州 26 ૠૌ島 4/15 5 21 1.0 21

九州 26 ंႏ໻研Ү܇ 6/12 2 10 始め 12

九州 25 Jૠૌ島1 6/20 6 12 1.5 10

九州 24 ंႏ 6/12 2 13 始め 12

表-㻠䚷水稲除草剤適䠎ヨ㦂䛻䛚䛡䜛䝁䜴䜻䝲䜺䝷の発⏕ጞᮇ

ノビエ3葉期ま
で日数

(移植後，日)

注)　試験場所の「J」は植調協会の試験地を示す。その他は各県の試験研究機関を示す。

移植時期
(月／日)

ҦҙҠӗҟӜ
発生始め(移植

後，日)

ҦҙҠӗҟӜ
，移植後)ؼ30

日)

ҦҙҠӗҟӜ発
生始めのノビエ
の葉齢(葉)
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ਤ �� にクログワイの発生࢝めのҠ
植後日਺を地域ผにࣔした。全体的な
向としては，オモμカと同様に౦๺܏
地域から੢ೆ地域になる΄どクログワ
イの発生࢝めまで日਺は୹くなるよう
に見えるが，同じ地域内でも変動が大
きい。
ਤ �� にクログワイの発生࢝めまで
日਺をਫҴのҠ植時期により整理した
݁果をࣔした。オモμカと同様に，ਫ
ҴのҠ植時期がૣい΄どクログワイの
発生࢝めまで日਺が௕く，Ҡ植時期が

஗い΄ど発生࢝めまで日਺が୹い܏向
がある。ただし，オモμカの場߹より
΄΅同じҠ植時期でもクログワイの発
生࢝めまで日਺は変動が大きかった。
これは，クログワイの発生にかかわる
մܪの౔中෼෍やմܪのٳ຾性など，
代かき及び田植え後のԹ度৚݅Ҏ֎の
多くの要Ҽが関༩しているためと考え
られる。
ਤ �� にϊビΤ 3༿までの日਺とク
ログワイの発生࢝めまで日਺との関܎
をࣔした。全体的な܏向としてはばら
つきが大きいものの，オモμカの場߹
と同様にϊビΤ 3༿まで日਺が௕い

΄どクログワイの発生࢝めまで日਺も
௕くなる܏向であった。ϊビΤ 3༿
まで日਺とクログワイ発生࢝めまで日
਺が同じである直線のۙくか下ଆにあ
る地点が多いが，ϊビΤ 3༿Ҏ߱に
クログワイが発生࢝めとなる事ྫが౦
๺地域，๺཮地域の一部にみられた。
Ҏ্の݁果から，໰題ࡶ૲のクログ
ワイを含めて一発ॲ理で防除する場߹
には，オモμカと同様にクログワイの
発生期間が௕いことを考ྀしながら，
ϊビΤのॲ理൩限までにॲ理する必要
があるが，本ใの実ࡍにݧࢼを行った
事ྫから見ると，౦๺や๺཮地域をは
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図５ 水稲移植時期とクログワイの発生始めとの関係
注）植調協会、水稲除草剤適２試験、平成24年～平成28年のデータによる。
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図５ 水稲移植時期とクログワイの発生始めとの関係
注）植調協会、水稲除草剤適２試験、平成24年～平成28年のデータによる。
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図２ 水稲移植時期とオモダカ発生始めとの関係
注）植調協会、水稲除草剤適２試験、平成24年～平成28年のデータによる。
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じめとしてクログワイの発生࢝めがϊ
ビΤのॲ理൩限 3༿より஗い場߹に
は �回ॲ理では׬全防除はࠔ೉なの
で，クログワイに༗効な薬ࡎとの組み
߹わせで防除する必要があると考えら
れる。

	�
�ί΢ΩϠΨϥ

ਫҴのҠ植時期とコウキヤガラの発
生࢝めまで日਺及びコウキヤガラの૲
ৎ 3�ᶲまで日਺及びϊビΤ 3༿まで
日਺の関܎をਤ �� にࣔした。コウキ
ヤガラの発生࢝めは，コウキヤガラが
代かき前にطに発生していて，代かき
でे෼に౔中にຒ຅させることが前提
になっているので，ここのݧࢼ事ྫで
も発生࢝めはҠ植後̎日ʙ �日であ
る。一方，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎのコウ
キヤガラに対するॲ理൩限である૲
ৎ 3�ᶲの時期はҠ植時期がૣい΄ど
஗く，Ҡ植時期が஗い΄どૣくҠ植後
�� 日頃であった。また，ϊビΤ 3༿
になるまでの日਺はҠ植時期がૣい΄
ど஗くҠ植時期が஗い΄どૣく，コウ
キヤガラの૲ৎ 3�ᶲまで日਺と΄΅
同じ日਺であった。
໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎをコウキヤガラ

を対৅に使用する場߹，コウキヤガラ
の༗効適用ൣғの発生࢝めについては
一ൠࡶ૲の適用ૣ限にۙく，ॲ理時期
として໰題にならない。しかし，コウ
キヤガラのॲ理൩限である૲ৎ 3�ᶲ
は一ൠࡶ૲のॲ理൩限ϊビΤ 3༿に
なるころであり，コウキヤガラは発生
がૣく生ҭがԢ੝で，ॲ理൩限になら
なくても発生ີ度が高いとコウキヤガ
ラのࡶ૲֐によりਫҴの生ҭが཈੍さ
れることがあるので，コウキヤガラを
対৅にする場߹には，なる΂くૣくॲ
理する必要がある。

���͓ΘΓʹ

Ҏ্のように，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎ
に適用がある薬ࡎでも，ϊビΤをはじ
めとする一ൠࡶ૲の適用ൣғ内でそれ

ͧれの໰題ࡶ૲を �回ॲ理で効果的
に防除するためには，表 �� にࣔした
ように取りまとめられる。
なお，オモμカ，クログワイ，コウ
キヤガラの生ҭステーδやॲ理時期の
目安とする日਺౳については，当ڠձ
の適用性ݧࢼデータをجにしている。
これらの日਺については地域やҠ植時
期，気৅৚݅によっても前後するため，
実ࡍに薬ࡎを使用するࡍは，そのਫ田
におけるࡶ૲の発生ঢ়ଶを確ೝし，ॲ
理時期をҳしないようにしていただき
たい。
また，当ڠձでは，໰題ࡶ૲にྀۤ
する生࢈者が࠷適な除૲ࡎをબ୒しや
すいよう，登録薬ࡎに対し「໰題ࡶ૲
一発ॲ理のロΰマーク（ਤ ��）」を提
供しており，マーク্部に一発ॲ理で
対応Մ能な໰題ࡶ૲໊の記載がある。
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表-5　問題雑草一発処理剤の使用方法

છᅀ時期 ჵ൏੻೷のଠᆭ

ノビエの生ڲѝჵ൏੻೷の生ڲの関ओѠѽҀછᅀၒၔの注ڞ฿

ノビエ3葉まで

ノビエの཮ॻѽѿᄭᄤをѷјћ୷
ᅬ。発生始めਗの1ݸ୷ᅬでၼ஋
݉໸

ჵ൏੻೷Ѡᄜ঳џಷ୷ᅬ੓まєは後
୷ᅬ੓ѝの೏Ѵ৾҄ѐ୷ᅬсၱまь
й

ҦҙҠӗҟӜの発生始めрѾ30ؼまでのࠗで，生ڲсౢܧџҦҙҠӗҟӜѠ
ѽҀ੻೷ޕсୟџйліѠ୷ᅬすҀ
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じめとしてクログワイの発生࢝めがϊ
ビΤのॲ理൩限 3༿より஗い場߹に
は �回ॲ理では׬全防除はࠔ೉なの
で，クログワイに༗効な薬ࡎとの組み
߹わせで防除する必要があると考えら
れる。

	�
�ί΢ΩϠΨϥ

ਫҴのҠ植時期とコウキヤガラの発
生࢝めまで日਺及びコウキヤガラの૲
ৎ 3�ᶲまで日਺及びϊビΤ 3༿まで
日਺の関܎をਤ �� にࣔした。コウキ
ヤガラの発生࢝めは，コウキヤガラが
代かき前にطに発生していて，代かき
でे෼に౔中にຒ຅させることが前提
になっているので，ここのݧࢼ事ྫで
も発生࢝めはҠ植後̎日ʙ �日であ
る。一方，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎのコウ
キヤガラに対するॲ理൩限である૲
ৎ 3�ᶲの時期はҠ植時期がૣい΄ど
஗く，Ҡ植時期が஗い΄どૣくҠ植後
�� 日頃であった。また，ϊビΤ 3༿
になるまでの日਺はҠ植時期がૣい΄
ど஗くҠ植時期が஗い΄どૣく，コウ
キヤガラの૲ৎ 3�ᶲまで日਺と΄΅
同じ日਺であった。
໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎをコウキヤガラ

を対৅に使用する場߹，コウキヤガラ
の༗効適用ൣғの発生࢝めについては
一ൠࡶ૲の適用ૣ限にۙく，ॲ理時期
として໰題にならない。しかし，コウ
キヤガラのॲ理൩限である૲ৎ 3�ᶲ
は一ൠࡶ૲のॲ理൩限ϊビΤ 3༿に
なるころであり，コウキヤガラは発生
がૣく生ҭがԢ੝で，ॲ理൩限になら
なくても発生ີ度が高いとコウキヤガ
ラのࡶ૲֐によりਫҴの生ҭが཈੍さ
れることがあるので，コウキヤガラを
対৅にする場߹には，なる΂くૣくॲ
理する必要がある。

���͓ΘΓʹ

Ҏ্のように，໰題ࡶ૲一発ॲ理ࡎ
に適用がある薬ࡎでも，ϊビΤをはじ
めとする一ൠࡶ૲の適用ൣғ内でそれ

ͧれの໰題ࡶ૲を �回ॲ理で効果的
に防除するためには，表 �� にࣔした
ように取りまとめられる。
なお，オモμカ，クログワイ，コウ
キヤガラの生ҭステーδやॲ理時期の
目安とする日਺౳については，当ڠձ
の適用性ݧࢼデータをجにしている。
これらの日਺については地域やҠ植時
期，気৅৚݅によっても前後するため，
実ࡍに薬ࡎを使用するࡍは，そのਫ田
におけるࡶ૲の発生ঢ়ଶを確ೝし，ॲ
理時期をҳしないようにしていただき
たい。
また，当ڠձでは，໰題ࡶ૲にྀۤ
する生࢈者が࠷適な除૲ࡎをબ୒しや
すいよう，登録薬ࡎに対し「໰題ࡶ૲
一発ॲ理のロΰマーク（ਤ ��）」を提
供しており，マーク্部に一発ॲ理で
対応Մ能な໰題ࡶ૲໊の記載がある。
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表-5　問題雑草一発処理剤の使用方法

છᅀ時期 ჵ൏੻೷のଠᆭ

ノビエの生ڲѝჵ൏੻೷の生ڲの関ओѠѽҀછᅀၒၔの注ڞ฿

ノビエ3葉まで

ノビエの཮ॻѽѿᄭᄤをѷјћ୷
ᅬ。発生始めਗの1ݸ୷ᅬでၼ஋
݉໸

ჵ൏੻೷Ѡᄜ঳џಷ୷ᅬ੓まєは後
୷ᅬ੓ѝの೏Ѵ৾҄ѐ୷ᅬсၱまь
й
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なお，一部の市ൢ薬ࡎにはロΰマーク
を使用していないものもある。
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઒�ౡ௕࣏ら�������多೥生ࡶ૲コウキヤガラ
の防除๏確立に関するૅج的研究ɹୈ �ใɹ
մܪの๖ժ及び出ժについて �૲研究ࡶ��
��
���3����ɽ

খࢁ�๛ら�����B��ਫ田多೥生ࡶ૲オモμカ
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ɹマメՊミヤコグαଐの多೥૲。全国のಓ୺，線࿏ࡍ，農ಓ・
などで普通にみられる。高さܣ ��DNから ��DN΄ど。ܪは
ଋ生し，直立するか地্をഝう。य़からळまでՖをつけるが，
य़のՖが一൪よく目立つ。ԫ৭から઱ԫ৭のӊ๧ࢠに似たこの
௏ܗՖは，タンϙϙなどのキクՊのԫ৭の಄ঢ়Ֆにൺ΂るとず
いͿんとՄѪい。
ɹ日本在དྷとも࢙前ؼ化植෺とも。໊前の「౎૲」は，຀野෋
ଠ࿠は，「昔ژ౎の大෹の前，ࣖ௩෇ۙに多かった」からだと
いい，また一આには౎，ژともಸྑともいうが，その౎のۙく
で࡙きތっていたから໊෇けられたともいう。
ɹ຀野の言うژ౎の大෹の前のࣖ௩は，๛ਉल٢がே઱ઓ໾の
った௩だという。その௩のपࡇったఢ方のࣖやඓをؼͪ࣋にࡍ
りに本૲があったからだとすると，ल٢の頃までこの૲が目立
たなかったということになる。しかし本छが在དྷとも࢙前ؼ化
植෺ともいうことからすると，やはりかつての౎に多く，目立っ

ていたからと考えたい。
ɹこんなことを想૾してみた。
ɹ時は �世紀半ば，ඈௗ時代。ఱߖのॅまうٶは，೉೾，大௡，
ඈௗとあͪこͪҠっていた。ֹ田ԦもٶのҠろいとともにॅま
いをҠしていた。ある時，きらびやかな౜ҥをまとったֹ田Ԧ
がٶの֎に޿がる田に出てみたところ，ܣに࡙く઱ԫ৭のこの
Ֆに出ձった。「あ͊，これはඈௗの౎に࡙いていたʰ౎૲ 。ɦ
ここも先の౎のようにྷしくなるに違いない」と思ったかどう
か。ֹ田Ԧもఱ෢ఱߖも，それこそ֟本人ຑ࿊や大൐Ո࣋など，
多くのສ༿人の目につかないはずはないと思うのだが，ສ༿ू
に౎૲をӵったՎはない。
ɹだからという༁ではないが，ສ༿人が転々とする౎を思って
ӵむとするとこんなՎだろうかとବ作の折۟をӵんでみた。
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